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ガン免疫療法の原理ガン免疫療法の原理

がんの治療法（従来の方法＋免疫療法）

がんの発生メカニズム

私達誰でも体の何処かしこかで、 がん細胞は休むことなく作られ

ています。体を形作る 60 兆個の細胞の内、 日々 3000 ～

4000 個のがん細胞が発生してます。

私達にある自然治癒力、 「がん細胞を排除する免疫力」 が正常

に機能しさえすれば、 異常を生じたがん細胞は体内から排除さ

れ、がんの発病に至ることはない。

この免疫機能は年齢と共に衰え、 また、 発がん物質を長く取込ん

だり、 不摂生な生活習慣を続けていくうちにこの免疫力も弱まっ

てきて、一気に「がん発症」へと発症します。
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ｘ線やγ( ガンマ） 線といった放射線を照射する
と、 癌細胞が分裂増殖能力をなくしたり、 細胞を
死に至らしめます。副作用の症状として一般的な
ものに、 疲れる ・ だるい ・ 食欲が無くなるというも
の挙げられます。

手術療法ともいいます。血液を除く癌の主病巣と
所属のリンパ節を取り去ります。転移がない場合
は最も有効な選択肢です。また、 癌を切除する手
術によって症状が改善され、放射線療法や化学療
法の効果が上がる。
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化学物質 （抗がん剤） を用いて癌細胞の分裂を
抑え、 癌細胞を破壊する治療法です。抗がん剤
は静脈に注射するなどして、全身の隅々まで運ば
れて体内に潜む癌細胞 ( がん細胞 ) を攻撃し、
破壊します。

第４の治療方法

人間の体が元来持つ免疫細胞の機能を高め、その免疫細胞に
癌細胞 ( がん細胞 ) を攻撃させるというものです。
上記の３療法が癌を外的な力を使って治療するのに対し、免疫
細胞療法は人間の免疫細胞が持つ治癒力を利用するため、体
力低下、抗癌剤の様な辛い副作用等もありません。辛くない癌
治療とは夢のような治療ですが、免疫療法はそれを可能にしま
した。上記３療法と合わせて治療すると、より効果が期待できま
す。
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ガン細胞を殺傷し増殖を防ぐのは、 NK 細胞の免疫力です。NK 細

胞は「Natural」な「Killer」能力を持ち、体中をめぐり、ガン細胞への

攻撃をしてます。 NK 細胞の能力が高い人にガンが少ないということ

から、 NK 細胞はガンの予防と治療に重要な役割を果たしています。

その他 NK 細胞は、細菌やウイルス等も攻撃する優れものです。

自然治癒力 ( 免疫力 ) を高めれば、ガンも恐くはありません。

当施設のＮＫ細胞免疫療法の殺傷力評価
本実験は、他施設においてＬＡＫ細胞を培養して行っている自己免疫

療法と、　当施設で培養しているＮＫ細胞の、 がん細胞に対する殺傷

能力を比較したものです。当施設では９７％の NK 細胞を培養します。

ガン免疫療法の解説

活性化自己NK免疫細胞治療の図説

1. ご自身より 40cc ほどの血液を採取します。

2. この血液よりリンパ球の取出し、NK 細胞を取出します。

3. その NK 細胞をクリーンルームで 2 週間のど程培養します。

4.NK 細胞を高活性化、増殖させ点滴で体内に戻します。

5. 免疫力の高い、がん治療能力を高めることが出来ます。
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